
システム戦略 人事戦略

　金融・サービス事業を手掛けるリコーリースグループにとっ

て、最も重要な財産は人財です。創業以来、成長ドライバーは

人財という考えに基づき、今日まで事業を拡大してきました。

　2023年度にスタートした中期経営計画（以下、中計）では、

中長期ビジョン『循環創造企業へ』の実現に向け、事業成長

戦略および組織能力強化戦略（以下、経営戦略）に取り組ん

でいます。前中計より社員ハピネスの充実が企業価値向上の

源泉になると考え、人事戦略を運用してきましたが、現中計で

は、より経営戦略と人事戦略を紐づけて取り組んでいます。

　人事戦略では、エンゲージメントサーベイで抽出された課

題として、社員が働きがいを感じ、かつ生産性を向上させる

には何が必要なのか、という解決も図ります。人事戦略の

ゴールは、変異を自らつくり出し、変異を受け入れ、自らも変

異して新たな循環を創造する人財を育成・輩出すること。そ

うした人財は自ら働きがいもつくり出してくれるはずです。

「Happiness αt work」は、会社が社員に幸せを与えてくれ

るという受動的なものではなく、社員自身が幸せになるため、

自ら考えて行動し変異していくという能動的なものであると考

えています。会社もそうした「自主“考動”できる人財」や部下

の成長を促すリーダーの育成に投資し、これを経営戦略の遂

行につなげていきます。社員ハピネスは普遍的な「人財マネジ

メントビジョン」として継続しつつ、経営戦略を達成するため

に人事戦略を行っているという構造です。

　中計がスタートして１年が経ちますが、自己研鑽プログラム

　グループIT統括本部の役割は、リコーリースおよびグルー

プ各社のITを管理し、同時に全社システムの安定化を図るこ

とです。現在は、中期経営計画（2023〜2025年度）（以下、

中計）に掲げるシステム戦略のもと、業務システムのデジタル

化、インフラの刷新、サイバーセキュリティ対策とITガバナン

スのさらなる向上を推進しています。 

　中計1年目を終えての進捗は、業務システムについては、顧

客情報基盤と、与信審査業務のデジタル化に向けたシステム

構築がスタートし、2026年度には完成する予定です。インフ

ラの刷新については、クラウド基盤の構築が完了しており、主

要システムを段階的に移行していきます。また、リモートワー

クなど多様な働き方に対応したネットワークの構築は、2024

年度に終える予定であり、サイバーセキュリティ対策の強化も

行っていきます。ITガバナンスに関しては、ルールの整備は

2023年度にほぼ終えており、実行できる体制が整いつつあり

ます。IT人財も2023年度は20名を採用し、スキルアップに向

けて「ITスキル標準」を策定、アセスメントを実施し、2024年

度より具体的なカリキュラムを実行しています。ほかにも、 

eラーニングの受講や資格取得を推奨しています。 

　中計１年目は、さまざまなインシデントに対応すべく、ガバ

ナンスの強化を進めることが喫緊の課題であると認識しまし

た。また、中長期の目標としては、 AI（人工知能）などのデジ

タル技術を活用し、多様なチャネルを通じたデータ統合の実

現や高品質のサービスを提供できる基盤の整備が必要です。 

　顧客接点に関しては、既存顧客との関係強化を目的にサー

ビスを統合し、商品横断の総合サービスの展開とUX※（ユー

ザーエクスペリエンス）の向上を目指します。また、オンライ

ン化が進んでいない部分に関しては、AIを活用したチャネル

を増やすことでコミュニケーションの強化を図っていきます。

これに対応すべく、業務のアナログ部分をAI、RPA（ロボティッ

クプロセスオートメーション）によりデジタル化することで効

率化を図り、高品質で迅速なサービスを提供していきます。

それには、各システムに点在しているデータを紐づけることが

重要であり、まずはマスターを整備・統合することが優先課

題です。デジタル化により、トランザクションデータを収集・

蓄積し、分析できる環境を整えることでデジタルマーケティン

グにつながり、データに基づいた価値ある情報をフィードバッ

クできるようになります。これらがうまく循環することで、生

産性向上や省力化を図るとともに、新たなビジネスの機会に

貢献することを目指します。 
※ UX（User Experience）：あらゆる製品やサービスを通してユーザーが感じ

る使いやすさ、感動、印象といったすべての体験のこと 

を充実させ、社内提案制度「Mirai Creation」などの施策を

展開してきたことで、社員も会社が変異していくことや、その

なかで自分は何をすればいいのかを考える機会が増えてきま

した。社員のさらなる理解を促し、「自分事化」してもらうべく、

2023年度に開始したのが「人的資本インパクトパス※１可視化

プロジェクト」です。経営戦略と人事戦略がどうつながってい

るのか、会社が求める人財になると事業にどう影響して会社

はどう変わるのかという疑問の声や、以前から人的資本投資

施策の成果が見えにくい状況があったので、インパクトパス

を通じて解像度を上げて、社員の「自分事化」を促していきま

す。人事の各施策は、経営理念から経営戦略、そして人事戦

略を踏まえて立案し推進していますが、逆に人事の各施策を

推進し人事戦略を実行することは、経営理念や経営戦略の実

現にどうつながるのか、本当につながるのか、は必ずしも明確

にはなっていませんでした。これを上からも下からもつながっ

ていると示すことができたことにあわせ、定量的に測るべく、

人的資本経営におけるKGI※２を設定しました。経営戦略と人

事戦略をつなげ、社員の活動の変化を生み出し、事業や組織

が変化していくことで企業価値向上を目指します。

　今後は、人事戦略やインパクトパスの社内への浸透を図る

ための共有会を開催し、社員と対話・ディスカッションする

機会を設け、全国に展開していく予定です。そして、社員が「自

分事化」し、自らアウトプットできる人財となることを大いに

期待しています。
※１  人的資本インパクトパス：人的資本に対する施策や取り組みが、財務価値

ひいては企業価値につながるまでの道筋を可視化したもの
※２ KGI（Key Goal Indicator）：経営目標達成指標
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